
農
報

果
樹 12 月の柑橘園管理

後藤　昇
下島営農指導センター
080-1729-1631

果　樹

　平成２７年産は９～１０月期の乾燥、着色の早期化
により、果実体質は弱い事が予想されます。主力とな
りますデコポンでは果皮強化対策の徹底と、中晩柑全
体では貯蔵病害散布を徹底し収穫に備えましょう。

１．病害虫防除
対象病害虫 農薬名 希釈倍数

収穫前日数
備考

温州 中晩柑

貯蔵病害

ベフラン液剤２５ 2,000倍 前日 中晩柑　１回目

ベンレート水和剤 4,000倍 前日 中晩柑　２回目

ベフトップジンフロアブル 1,500倍 ７日前 前日 中晩柑　３回目

ハダニ
（発生時）

コロマイト水和剤 2,000倍 7日前まで

スターマイトフロアブル 2,000倍 7日前まで

越冬害虫 マシン油乳剤　９５％ 40倍 ― 温州みかん対象

※ベフラン液剤２５、ベフトップジン（Ｆ）には、水
腐れ防止の為アビオンＥ（500~1,000 倍）を加用し
ましょう。
※すでにハダニの防除で、コロマイト（水）・スター
マイト（Ｆ）を使われている園では、各担当地区の
指導員に相談下さい。

２．へた落ち対策
　収穫から長期間貯蔵を行う甘夏などでは、へた落ち

防止の為散布を行って下さい。
対象品種 農薬名 希釈倍数 収穫前日数

甘夏・伊予かん・八朔 マデックＥＷ 2,000倍 10～ 20日前まで

３．水腐れ・コハン症対策
　11 月の柑橘園管理でも紹介しましたが、本年産のデ
コポンやポンカンは果皮の体質が弱く水腐れのリスク
が高いです。ジベレリンを散布されていない園では早
急に散布を行い、果皮強化に努めましょう。
○ジベレリン液剤４０ｍｌの場合
対象品種 使用濃度

1ビン当たりの
水量

実施時期 収穫前日数

ポンカン 0.5ppm ４００ℓ 着色始期～４分着色期 21日前まで

デコポン １ppm ２００ℓ 着色終期 7日前まで

４．樹勢回復対策
　収穫が終わった品種ではまず十分にかん水を行い、
その後チッ素主体の葉面散布で樹勢回復を行いましょ
う。

資材名 希釈倍数又は袋数 備考

葉面散布
尿素・ｱﾐﾉｼﾞｭｰｼｰ N14

又は神協スピリッツ
500倍

樹勢を確認し、3回程度集

中散布しましょう。

施　肥 ハイヤ1号 2袋／ 10ａ 温州みかん対象
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　日に日に寒くなっていく季節となりました。冬は子牛
の風邪や下痢が増える時期でもあります。病気の早期
発見、早期治療に心がけましょう。
　さて、子牛の病気について寒冷期はどのような対策
をしたらいいのでしょう。

①不衛生・寒さはストレスのもと。
不衛生で寒い牛床では子牛に過度のストレスがかか
り、特に感染症が発生しやすい環境になっています。
＊敷きワラの清掃は定期的に行っていますか。
＊子牛の体が濡れた状態になっていませんか。
子牛は親牛に比べて皮下脂肪が少ないので、体が濡
れたままや寒風にさらされると、体温が低下して風邪
を引きやすくなったり、お腹を冷やすと下痢をおこし
たりして発育が悪くなります。
子牛が温かく、快適な環境を整えてあげましょう。
（保温対策：赤外線暖房装置・カウジャケットなど）

②元気な子牛は母牛の管理から
子牛が元気に育つためには哺乳期の栄養が欠かせま
せん。
＊授乳する母牛の飼料は十分にありますか。

＊子牛は母乳（又は代用乳）をしっ
かり飲んでいますか。
分娩前１～２ヶ月からの増飼で母牛
の栄養管理をしてください。

子牛に十分な栄養を与えて、病気に
強い子牛を育てましょう。

③適切なワクチンで疾病予防を。
疾病の予防にはワクチンも効果的で
す。新しい牛呼吸器病予防の為の鼻膣粘膜ワクチン
（TSV-2）というワクチンがありますが、当管内の数
件の畜産農家も使用して子牛の疾病がかなり減少し
たと言う声もあります。
ただし、使用については、かかり付けの獣医師にご相
談してください。

　最後に、他にも色々あると思いますが、まず子牛の
居住部分だけでも体を冷やさないような工夫をしましょ
う。牛に良いと思った事を、すぐに行えば牛が答えてく
れます。創意工夫をして牛飼いを頑張りましょう。
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畜
産 子牛の病気について

は母乳（又は代用乳）をし

梅田　智章
下島営農指導センター
080-1729-1620

畜　産
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